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１．はじめに 

鋼矢板は 1930 年代からわが国で製造が開始され，その優れた施工性，経済性から港湾工事，河川工事，

土留め壁，止水壁などに幅広く用いられてきた． 

鋼矢板の製造開始後，400mm 幅のＵ形鋼矢板が主として用いられてきたが，建設コスト縮減の要望に応え

るべく広幅型鋼矢板（600mm 幅）が平成 9年に登場し，本設で用いられる鋼矢板は，広幅型鋼矢板が主流と

なっている． 

平成 16 年に，施工性・構造信頼性・経済性に優れた新世代の鋼矢板として新日本製鐵，ＪＦＥスチール，

住友金属工業の 3社により｢ハット形鋼矢板９００｣が共同開発され，平成 17 年より販売が開始された． 

海外では，有効幅 750mm のＵ形鋼矢板，2 枚組合わせて有効幅 1,400mm のＺ形鋼矢板があるが、｢ハット

形鋼矢板９００｣は，ハット（帽子）形状をした，有効幅 900mm の鋼矢板で，単一圧延材としては世界で最

も有効幅の大きい鋼矢板である． 

 

２．概要および特長 
ハット形鋼矢板９００は図-1，写真-1 に示すように，ハット（帽子）形状した有効幅 900mm の鋼矢板で

ある．形式は１０Ｈ，２５Ｈの 2種類があり，断面性能を表-1に示す． 

Ｕ形鋼矢板  

４００幅 

400mm
 

 

広幅型（６００幅）  

600mm  

 

900mm 

ハット形鋼矢板９００ 

 

 

図-1 ハット形鋼矢板９００と従来のＵ形鋼矢板 写真-1 ハット形鋼矢板９００ 

        表-1 ハット形鋼矢板９００の断面性能 
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型式 

mm mm mm cm2/枚 cm4/枚 cm3/枚 kg/m/枚 cm2/m cm4/m cm3/m kg/m/m

10H 900 230 10.8 110.0 9,430 812 86.4 122.2 10,500 902 96.0
25H 900 300 13.2 144.4 22,000 1,450 113 160.4 24,400 1,610 126



ハット形鋼矢板９００の特長を以下に示す． 

２．１ 優れた施工性 

1 枚あたりの剛性が高い鋼矢板断面とし，かつ継手近傍に平坦部を設けたことにより，施工時の土中での

変形が抑えられ，さらに嵌合時において隣合う部材の向きが同じであることから、施工時の変形モードを

一致させ，継手の競り合いによる貫入抵抗を小さく抑えたことにより，大断面でありながら極めて優れた

施工性を実現した．また，従来のＵ形鋼矢板に比べ長尺施工が可能である． 

２．２ 高い構造信頼性 

継手位置を壁体の最外縁に配置したことにより，壁体構築後の中立軸と鋼矢板 1 枚あたりの中立軸が一

致する断面形状であるため，従来のＵ形鋼矢板で考慮していた継手効率による断面性能の低減を不要とし

た（図-2 参照）．また，局部座屈を起こさずに終局耐力まで発揮できるように断面各部の寸法を設定してお

り，高い構造信頼性を実現した． 
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２．３ 優れた経済性 

図-3 に示すように，広幅型鋼矢板（Ⅱw，Ⅲw）より単位壁面積あたりの重量を低減させることが可能と

なり，さらに，有効幅が 900mm の大断面の採用により施工延長あたりの施工枚数を少なく抑えることがで

き，優れた経済性を実現した．また、ハット形鋼矢板９００では継手効率を向上させるコンクリートコー

ピングが不要であることから，継手効率を向上させる必要がある場合にはさらに，工事費削減・工期短縮

が可能である． 

 

 

 

 

 

 

図-2 鋼矢板の組み合わせによる壁体構築 
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図-3 鋼材重量と断面性能の関係 

 

３．施工 

３．１ バイブロハンマによる施工 

ハット形鋼矢板９００は，従来のＵ形鋼矢板に比べ幅が広く，かつ形状がハット形となったことから，
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ハット形鋼矢板９００の施工性能を最大限に発揮するためハット形鋼矢板９００専用チャック装置を開発

した． 

専用チャック装置は図-4，写真-2 に示すようにハット形鋼矢板

９００のフランジ部２ヵ所を把持する構造になっており，矢板の重

心にバイブロハンマの振動荷重を効率よく伝え，安定した打設性能

が発揮できる方式とした． 

 

 

 

 

 

 

 

 
ハット形鋼矢板900（有効幅900mm）
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写真-2 ハット形鋼矢板９００専用チャック装置  
図-4 把持位置の違い 
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図-5に600mm幅の広幅型鋼矢板と比較

した施工試験結果を示す．ほぼ同程度の

施工性を示している． 

盛土

細砂

３．２ 油圧圧入機による施工 シルト

10H
砂礫

粘土 Ⅱw

近年都市部では低騒音・低振動による

施工が可能であるため，油圧圧入機によ

る施工が増加しているが，油圧圧入機に

よる施工には専用機が必要である．そこ

で，写真-3に示すハット形鋼矢板９００

専用圧入機を開発した．圧入機はハット

形鋼矢板９００の平坦部 2ヵ所を把持して押し込む構造とし，１０Ｈ，２５Ｈとも対応できる形状とした．

また， 600mm 幅の専用機（7.9t）と比べた重量増を極力抑え，本体重量を 8.9t とし圧入機重量の軽量化を

図った．図-6 に，600mm 幅の広幅型鋼矢板と比較した施工試験結果を示す．バイブロハンマによる施工と

同様，ほぼ同程度の施工性を示している． 

図-5 バイブロハンマによる施工試験結果 
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図-6 油圧圧入機による施工試験結果 
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写真-3 ハット形鋼矢板９００専用圧入機 



４．ハット形鋼矢板９００の用途 

鋼矢板は従来の用途に加え，優れた施工性，経済性，根入れ式構造等の特徴を生かし図-7 に示すように，

①沈下対策，②擁壁構造，③雨水幹線等の水路，④止水壁等多様な用途に用いられている． 

ハット形鋼矢板９００はこれまで述べたように従来の鋼矢板に比べて施工性・構造性能・経済性に優れた

性能を示すことから、これらの用途へ適用することで，従来の鋼矢板に比べ更なるメリットを発揮すること

が可能である． コンクリート擁壁 鋼矢板擁壁 

地盤改良

仮設鋼矢板 

本設鋼矢板 

 

無対策 鋼矢板による対策  

 

 

 

 

 ▲地盤改良を併用した例

① 沈下対策 ② 擁壁構造（道路，宅地造成） 

 コンクリートブロック護岸 鋼矢板護岸 調整池の止水対策 河川堤防の基礎漏水対策 

 

 

 

 

 

 
③ 鋼矢板水路（雨水幹線等） ④ 止水壁 

 

図-7 鋼矢板の用途  

５．おわりに 

ハット形鋼矢板９００は，従来の鋼矢板が有している特徴に加えて，｢優れた施工性｣，｢高い構造信頼性｣，

｢優れた経済性｣を備えた新世代の鋼矢板である．この鋼矢板が今後さらに良質な社会資本形成に貢献できる

ように，技術開発・用途開発を鋭意進めていく所存である． 
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